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	YUKO SHIMOMURA
	2.
	course
	等身大の「自分サイズ」なサービス設計
	2-4
	“結果だけ”ではなく、“安心感”にも価値がある


	導入
	course２ | 等身大の「自分サイズ」なサービス設計
	ここまでで、自分が応援したい相手 / その方達に安心して来ていただく方法 喜んでもらうための商品作り　について考えてきました。
	でもここで、多くのHSPさんがぶつかる壁があります。
	それが、「お金をいただくことへの怖さ」です。 「本当に満足してもらえるかな…」「結果が出なかったらどうしよう…」 「こんな自分がお金をもらっていいのかな…」そんな不安を感じてしまう方も 多いと思います。
	だから今日は、“人は何に対してお金を払っているのか？” を、一緒に見つめ直していきましょう。


	NG例
	course２ | 等身大の「自分サイズ」なサービス設計
	“お金をいただいている”というだけで萎縮してしまい、 「自分にはまだ何もできない」「相手より劣っている」 「もっと完璧でなければいけない」と、 自分を責める思考モードに入ってしまうこと。
	すると、本来の誠実さや寄り添う力を発揮できなくなり、 “お客様を幸せにしたい”という純粋な気持ちよりも、 “失敗してはいけない”という不安ばかりが大きくなってしまいます。
	だからこそ、 「自分は何に対してお金をいただいているのか？」 を理解しておくことが大切です。

	よくある質問
	course２ | 等身大の「自分サイズ」なサービス設計
	もし相手に満足してもらえなかったらどうしようと不安です。
	お相手が満足するかどうかは、最終的にはお相手の自由意思次第です。
	大切なのは、“自分が心残りなく、誠実に寄り添えたかどうか”です。
	自信のなさから
	「なんとか満足させなきゃ」
	「結果を出させなきゃ」
	と強く思いすぎると、無意識に“コントロールのエネルギー”が出てしまうことがあります。
	そして、エネルギーに敏感なHSPさんには、その違和感は意外と伝わってしまうものです。 だからこそ、無理に完璧を目指すよりも、 “安心して誠実に向き合うこと”を大切にしていきましょう。
	「お金を払ってよかった」と感じた体験を書き出してみる

	課題（提出物）
	course２ | 等身大の「自分サイズ」なサービス設計

	ワークに取り組み、 「自分は何に対してお金を払っていたのか」 「どんな時に満足を感じていたのか」 「自分はどんな安心感を届けられているのか」 を書き出してみましょう。
	合格基準（OKライン）
	course２ | 等身大の「自分サイズ」なサービス設計
	自分の、 「誠実さ」「責任感」「寄り添う力」 に価値があることを自覚でき、 それに対してお金を受け取ることを想像しても、 強い恐怖感を感じなくなっている状態
	次にやること
	course２ | 等身大の「自分サイズ」なサービス設計


	次は3-1に進み、 HSPさん向けの情報発信では、 「どんな言葉が安心感につながるのか」 「どんな発信が共感されやすいのか」 について学んでいきましょう。

